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〇． はじめに
小論の目的は日英両言語の動詞由来複合名詞を中心に複合語に内在する主要部、非主要部の
視点から複合語を構成する要素間の文法関係を明確にし、日英両複合語に見られる異同を検証
することにある。議論を進める前に「複合語とは何か」＊1を再検討しながら本論で用いる用語
を導入する。
I.複合語の領域
複合語(compound)とは基本的には2つの自由形態素(freemorpheme)、つまりboyfriend（名
詞十名詞）、 happyhour（形容詞十名詞）のように2つ以上の統語範疇が結合した形式を言う。
たしかにこの限りでは問題はないが、裏返して 2語の結合からなる語はすべて複合語である、
と言えるであろうか。否である。「2語の結合必ずしも複合語ならず」なのである。このことは
何を意味するのであろうか。その一つは一般に複合語と呼ばれるものが一方においては限りな
く「語」に近く、また一方においては限りなく「句」に近いという、語と句の間を浮遊してい
る語の結合体であるからにほかならない。このように捉えにくいのはその語の背後に見え隠れ
するいわゆるその基準の不透明性に起因していると言ってよい。英語史上の語形成過程の初期
段階では明白に2語であったが、今日では1語と意識される daisy、shepherd、womanや、現在
では接尾辞化の途上にある -manを含む gentleman、mailmanなど20語を挙げ、インフォーマ
ント（日本で教鞭を執る7人のアメリカ人教師）にこれらはsinglewordであるかcompoundword 
であるかのアンケートを試みたことがある。＊2その折の回答に揺れがあったことは言うまでも
ない。問の立て方が単純であったことに問題もあるだろうが、daisyを今なお compoundとして
回答した者が1人あった（この回答者は歴史的な面を意識したのかも知れない）。 shepherdは
single 4、comound3と匝答が分かれた。gentlemanは1:6で圧倒的に compoundとして回答し
た。このことは-manがまだ接尾辞としては意識されていないことの表われであろう。breakfast
については3:4でやはりまだ複合語として捉えている人が多いことがわかる。この時20語のリ
ストの中に新造語wanabe<I want to be.…（「ビジネス界や政界で高い地位に昇り詰めたい人」）
を意図的に入れてみたが7人とも無回答であったことは驚きであった。筆者はネーテイヴの直
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感的反応を知りたかったのであるが、後日伺ったところによると、こういう語は見たことも聞
いたこともないと言うことであった。上述の daisyやshepherdは今やもう明確に1語(single
word)と見なすべきであろうがこれに対して句の領域に浮遊し、複合語か統語句か明確に断定
できない語の結合もある。 stonebridge（石橋）、 goodloser（負けっぷりのいい人）、 goodshot 
（射撃の名手）などはいわば句と複合語との境界にある語と言えよう。Adams(1973:57)はgood
loser、goodshotはverygood loser、verygood shotが可能でありながら複合語性が高いと指摘し
ている。しかし後で述べるように、複合語の構成要素をこのように他の語で修飾したり他の語
を要素間に挿入することは出来ない。したがって修飾語付加を許容するこれらの2語は統語句
的性格も帯び境界上にあるため複合語の確立度は必ずしも高いとは言えない。
このように両極の周辺部に浮遊する語に複合語の戸籍を与えることには躊躇があり、長い複
合語の歴史の中で紆余曲折が見られていることは、多くの先行の諸学者の研究が物語っている。
長い論争の中で複合語か否かが繰り返される時の話題の語がstonewallやcannonballであった
ことは鮮明に記憶の中に生きている。このことに関連して付言すれば、複合語の中では「名詞
十名詞」の複合名詞が圧倒的に多く、本来の統語的関係を持つ「形容詞十名詞」から成る名詞
複合語をはるかにしのいでいる。これは史的に発生した帰結である。英語史の中期から近代に
かけて正当な統語関係を持つ「形容詞十名詞」の結合を凌駕して「名詞十名詞」の結合が急増
し、名詞の前に名詞を置くという重要な意味を持つに至ったのである。位置の圧力(pressureof 
position)という作用＊3により、本来修飾語が占めるべき位置に名詞を置くといういわば言葉の
反乱が生じたのである。その結果現在「名詞十名詞」の型が複合語の主流になっているのであ
る。当然のことながらこの結果形容詞の位置を占める第一要素の名詞が形容詞化することを余
儀なくされ今日に至っている。
ところですでに単ー語と考えるべき極と単なる統語句と見なすべき極、この両極の中間に存
在する語に複合語という戸籍を与えることは可能であろう。このような考えの下に中央にいわ
ば群生する語の結合体を捉えそれらの基底に流れる特徴らしきものを抽出し、それを複合語の
基準と定めたのである。その基準は概略次の 3つにまとめられている。＊4
1. 形態的な特徴ーa.separate b. hyphenated c.solid 
2.音韻的な特徴一原則的には「第1強勢＋第3強勢」
3.意味的な特徴一意味の特殊化（語彙化）
しかしこのいずれの基準も絶対的なものではなく、この3つの基準をすべて満たす複合語はそ
う多くない。いや多くの複合語がこの基準のいずれかを欠いている、と言う方が正しいのかも
知れない。形態的基準もその形態が辞書によりあるいは実際に現われる例としても必ずしも一
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貫性がなく、 1語として綴られたり、ハイフンで結合されたり、別々の2語となることもある。
とは言っても常に solidやハイフンで結ばれている語は複合語色が濃いと言える。
1の特徴に比べ2の音韻的特徴がある意味では複合語を指定する時の信頼のおける基準であ
るように思われる。この基準はいわゆる統語句との相違を明確にする要素である。つまり複合
語の場合「第1強勢＋第3強勢」の強勢型が圧倒的に多いのは事実である。とは言いながらも
「圧倒的に多い」ということから排除される複合語があるということ、つまり統語句と同様の
「第2強勢＋第1強勢」の型をもつ複合語があるということはやはり複合語の不透明な要因に
なっている。強勢も決定的な基準にはなり得ないのである。
意味の特殊化ということは複合語の意味はその個々の要素の意味の総和にはならないという
ことであり、このことは2要素の意味が融合し単一の意味になるということ、換言するなら語
彙化するのである。これも複合語を支える要素ではある。たとえばcathouse（売春宿）、turncoat
（裏切り者）、bigwig（大物）などはたしかに個々の語の意味からは想像出来ない。が一方 eating
apple（食用リンゴ）、girlfriend（ガー ルフレンド）、mailman（郵便配達人）などは個々の意味か
ら推測可能である。また一方では意味が特殊化(specializationof meaning)するということで
あれば、いわゆる慣用旬 (idiom)や成句 (setphrase)も含まれることになる。このように考え
ると意味の特殊化も複合語を指定する決定的要素にはなり得ないということになる。
最後にもう 1つ複合語を決定する操作がある。先に少し触れたがそれは非分離性
(indivisibility)という特性である。
(a) a gentle man /曲ntlm釦n/
(b) a gentleman/邸 tnlman/
(a)はagentle old manのように要素間に他の語を挿入することが出来るが(b)は出来ない。
これは (b)が複合語であるのに対し、 (a)は単なる名詞句だからである。このように複合語は
非分離性という特性を背後に持ちながら、先に挙げた goodloser,good shotはveryの付加が許
容される。それにも拘わらず、複合語と感じられるほど確立した表現であると Adamsは述べ
ている。このAdamsの気持ちは Zandvoort(1965:280)が複合語とするのか統語句とするのか
は話す人の意向と、聞き手・読み手の語感 (linguisticfeeling)に大いに依存している、と述べ
ていることに救われているようである。このように掴みどころのない性質の語ゆえいわゆる
「複合語辞典」なるものがこの世に存在しないのであろうか。
複合語とは何であるか、その特徴を概観したが、次は複合語の内部構造を見ることにする。
基本的には2つの語から成る複合語はいろいろな品詞を結合して形成される。
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(1) a. girlfriend 名詞 ＋ 名詞
b. happy hour 形容詞 ＋ 名詞
c. swearword 動詞 ＋ 名詞
d. bittersweet 形容詞 ＋ 形容詞
e. nationwide 名詞 ＋ 形容詞
f. spoon-feed 名詞 ＋ 動詞
このようにいろいろな結合が見られる。Fromkin(1993:53-54)によると英語の結合の仕方は
ほぼ無制限であると言う。このほか動詞屈折を含む「動詞—ing 十名詞」の flying machine、「動
詞 en十名詞」の groundmeat、「名詞＋動詞ing」の mind-readingなど、組み合わせはかなりの
数にのぼる。たしかに「第1要素＋第2要素」のそれぞれの要素になる品詞の組み合わせは多
様であるけれども、第1要素、第2要素とも動詞から成る「動詞＋動詞」結合の例は容易には
挙げることが出来ない。これは日本語のそれとは異なる注目すべき点である。Fromkinはこの
型の例にsleep-walk（夢中歩行する）＊5を挙げている。また Bauer(1983:205)はこのことに触
れて、この型は極めてまれで生産性に乏しいと指摘した上で、make-believe（ふりをする）の例
を示している。英語にはこの「動詞＋動詞」の型の複合語はほとんど無いと言っても良いよう
に思われる。
一方、英語と違って日本語の場合には、「切り倒す」「出し抜く」「迎え撃つ」など「動詞＋動
詞」から成るいわゆる複合動詞の類＊6は生産性が高く、日本語の特徴の一つになっている。
複合語の品詞性について見たが、結合される 2つの語が同じ文法範疇に属する場合は、その
複合語もそれと同じ文法範疇に入る。つまり「名詞十名詞」の bedroomは名詞、「形容詞十形
容詞」のbittersweet（ほろ苦い）は形容詞である。これに対し結合する2つの語の範疇が異なる
場合はその複合語の範疇は shoe.I:!1.!!.k竿~（名詞）， rent心卑以形容詞）， up虹山止（動詞）に見られる
ように第2要素つまり右側の要素の文法範疇に入る。しかし teach-inは「動詞＋不変化詞」の
形式を取りながら名詞である。また (ld)のbittersweetは「ツルウメモドキ」という植物の一
種を示す名詞にもなる。原則的には複合語の第2要素がその品詞を決定するのであるが主要部
がその複合語全体の品詞を決定するという方が正確であろう。かくして複合名詞、複合形容詞、
複合動詞などが形成される。
(1)の複合語はすべて2語が結合したもので複合のいわば典型である。しかし何も2語に限っ
たことではない。
(2) a. lighthouse （灯台）
b. lighthouse keeper （灯台守）
c. smoke extraction system （煤煙除去装置）
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d. smoke extraction system engineer （煤煙除去装置技師）
e. a high speed meteorite impact emergency astronaut alert system *7 
（宇宙飛行士に高速度隕石衝突の危険を知らせる装置）
この例が示すように複合語はいくらでも長くすることが出来、理論的には無限に長いものも
造ることが出来るのである。これはいわゆる繰り返し的性質の規則が働くためである。この繰
り返し規則はゲルマン語の特徴の1つでありドイツ語複合語はその典型であろう。この性質ゆ
えに複合語すべてを網羅的に列挙することが不可能なことは自明のことである。逆な言い方を
すれば、 2つの要素から成る複合語は繰り返し規則が適用される直前のまさに最も基本的な型
なのである。
(3) a. sunrise 
b. blood pressure 
c. falling star 
d. can opener 
e. ship building 
f. elevator-operator 
（日の出）
（血圧）
（流れ星）
（缶切り）
（造船業）
（エレベーターのオペレーター）
(1)に見るように複合語を構成する第1要素と第2要素が単純語 (singleword)から成る複
合語を第一次複合語と言い、 (3)の例のようにその構成要素が何らかの派生語から成る場合そ
れを第二次複合語と言う。一見すると (3a)は (1)と同じ第一次複合語のように思われるが、
これはゼロの変化という品詞転換つまり rise(v.)がrise(n.）に転換したものと解釈するため
第二次複合語になる。また、 (3b)はpress(v.)がpressure(n.）に転換したものである。
(4) a. time-killing （時間つぶし）
b. home coming （ホームカミング）
c. door knocker （ドアノッカー ）
d. nightworker （夜勤者）
e. theatergoer （観劇好き）
f. man-eating （人喰いの）
g. wood-burning （木を燃やす）
h. absent-minded （ぼんやりした）
i. well-dressed （身なりのよい）
(4)に見るように第二次複合語の中で第2要素が動詞派生接辞(-ing,-er,-ed)から成る複合語
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は総合的複合語 (syntheticcompound)とも呼ばれる。ちなみに動詞派生接辞を有しない複合
語は主要複合語 (primarycompound) とも呼ばれる。 (4a)~ (4e)が本論での分析対象と
する複合語である。
(5) a. pickpocket （すり）
b. highbrow （知識人ぶる人）
c. flatfoot （おまわり）
cl.egghead （インテリ）
e. turncoat （裏切り者）
(5)の例の意味はどれをとってもその構成要素の意味からは推測出来ないものばかりで (1)
~ (4)の複合語とは異質であろう。たとえば(4d)のnightworkerのworkerはofficeworker、
mine worker、dockworkerなどの workerと同じ「働く人」であるのに対し、 (5a)pickpocketの
pocketはpocketの一種ではないし、 (5d)のeggheadも卵の形をした頭でもない。 (5)の例は
意味が特殊化したものであり、複合語の中にあっても例外的である。nightworker、officeworker
はいずれも workerがその意味の中心である。このように複合語の意味の中心となる部分をそ
の複合語の主要部 (head)と言う。複合語を構造と意味の観点から眺めて行くと、主要部を右
側の要素に持つ複合語が圧倒的に多いことに気づく。主要部に対する要素、原則的には第1要
素をその複合語の非主要部(nonhead)と言う。この主要部を右側の要素に持つことを Williams
(1981:248)がRighthandHead Rule（右側主要部規則）として指摘していることと一致する。ち
なみに複合語の中にはgumarabic（アラビアゴム）、wayout（出口）、attorneygeneral（司法長
官）に見られるように第1要素、つまり左側に主要部がある例外的な語もあることを付言して
おく。
その構成要素の中に意味の核を持たない (5)の複合語には主要部がないということになる。
しかし英語複合語の中で主要部を持たないこのような例は数が限られており、造語方法として
有力な複合法(compounding)の中にあっては例外的な存在で閉じた類(closedclass)と言えよ
?、 ?
視点を変えて言えば、この主要部・非主要部を持たない複合語は外心複合語 (exocentric
compound) と呼ばれ、それに対して主要部・非主要部を持つ方は内心複合語 (endocentric
compound)と呼ばれる。このような事実から一般に複合語と呼ばれるのは内心複合語のことで
ある。また一般に分析の対象とされるのもこの複合語の類である。
本稿で考察の対象とするのもこの内心構造の第二次複合語である。先行の諸研究＊8を援用し
データ検索は主として北原保雄編『日本語逆引辞典」＊9および拙編著「逆引英語名詞複合語辞
典」を利用する。
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Roeper & Siegel(1978)の提案による動詞由来複合語(verbalcompound)とは主要部(head)
動詞に＿ing,-er,-edの接尾辞が付加される形態である。これはこの接辞を持たない主要複合語に
対するもので動詞性の有無が二つのタイプの顕著な相違である。本稿では次の2つの型の複合
名詞の内部構造を考察する。
(6) X + V-ing型複合名詞：
畑 coming（ホームカミング）
血 watching（バードウォッチング）
(7) X + V-er型複合名詞：
皿 opener（缶切り）
night-worker（夜間勤務者）
訟 hunting（住宅捜し）
坦 planning（家族計画）
廷 singer（大道歌手）
匹 dweller（穴居人）
(6), (7)より V-ing,V-erの部分が主要部 (head)（以下ヘッド）に当たり、 X部分が非主要部
(non-head)（以下ノンヘッド）になる。 X部分にどのような要素が生起するかが分析の中心と
なる。（例文中の下線部がノンヘッドである）。また（7)の意味を考える時注目すべきは can
openerだけが「道具」でほかは「人」を表している点である。canopenerには languageteacher 
「語学教師」のような「カンを開ける人」の「人」の意味はな <doorknockerと同じ「物」の意
味だけである。この-er複合語の場合の意味は「人」か「物」のいずれか一方であることが多い
のであるが、eye-catcher,time-killer, eye-openerなど両方の意味を持つものもある。
(8) (a)辿皿ising（日の出）
エ皿shining（月光）
(b) ~ teaching（教育実習）
(c) ~killing （時間つぶし）
血 watching（バー ドウォッチング）
(d)皿 opener（缶切り）
年 knocker(ドアノッカー ）
辿駆hining（日光）
皿 setting（日 、‘几区）
~making （意志決定）
藝 building（造船業）
~ teacher（語学教師）
~-maker （靴職人）
V-ing,V-er複合名詞ではヘッドつまり動詞要素が機軸になるのでその文法項(argument)は
次の 2つが考えられる。そしてそれに対応する具体例 (8) を付与すると以下のようになる。
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(9)主語： （8a)，（8b) 
目的語： （8c)， （8d) 
下線部の名詞はすべてそれぞれの動詞ヘッドのノンヘッドである。つまり名詞要素が動詞要素
に対する文法関係は次のように一般化出来る。
(10)動詞由来複合名詞では主語も目的語もノンヘッドになり得る。
なぜこのような一般化が可能であるかと言えば、(8a)からヘッドが自動詞の時そのノンヘッ
ドになる文法項は主語であるからである。と言うのは自動詞の場合その文法項は主語1つだか
らである。他動詞の時は、自動詞と異なり 2つの文法項（主語・目的語）を取る。したがって
主語か目的語のいずれかがノンヘッドになり得る。目的語には直接目的語と間接目的語の2種
類が考えられるが、ここではこの区別は考慮しない。 (8a)(8b)より自動詞の主語も他動詞の
主語もノンヘッドになり得るという一般化を導くことが出来るように思われるが、ここに1つ
問題がある。たしかに (8a)の下線部は自動詞ヘッドの主語でありノンヘッドになっている。
この限りでは問題はないのであるが、少し古い時代の語形を持ち込んでいるということである。
今や(8a)の語はOEDを見るといずれも<rareor archaic>の表示がなされているという事実
がある。したがって、これらの語をここでの論議に導入することは、誇張して言うなら、共時
的記述の中に通時的な助っ人を借りているということになろう。こうなると (8a)は分析の対
象からはずさなければならない。 (8a)の＿ing形名詞は 100年ほど前までは生きた語であった
が—ing形を除去した (11) の形に取って代わっている。
(11) sunrise, sunshine, sunset, moonrise 
ついでながら付言すると古形の -ing形にしろ -ing形を除去した語すべてが自然現象を意味
する語であるのは興味深い。上例の＿ing形を用いた実例をOEDから引く。
(12) a. The next morning, about.fil!ll.!:W.Ilg, his sight was restored.(1829) 
b. You are young, and, shall greet many a fil1Il11filllg.(1883) 
c. We had another glorious ~.(1815) 
またOEDonline* 1° にもこの関連例が見られる。
(13) a. A short interval between successive~ being favourable for late harvest 
work.(1927) 
b. The sublimities of the sun-rises and~ were gone from her.(1905) 
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このように上述の＿ing形名詞は現在は使用されなくなっているので、先に挙げた一般化を
次のように修正しなければならない。
(14)英語の動詞由来複合名詞では自動詞ヘッドの時はその主語はノンヘッドになり得ない。
さて、 (8)の(c),(d)は概略次のような基底構造から形成される。
(8c) < kill time, < make a decision, < watch a bird, < build a ship 
(8d) < open a can, < teach a language, < knock a door < make shoes 
その基底の動詞はどれも目的語を要する他動詞である。したがって (Be),(8d)のノンヘッ
ドはすべて他動詞ヘッドの目的語であり、またその目的語はすべて直接目的語である。
(15)英語の動詞由来複合名詞では直接目的語はノンヘッドになり得る。
歴史的には自動詞ヘッドに対するその主語は(8a)が示すようにノンヘッドになりうる動詞
由来複合名詞が存在したのであるが、ここ 100年余の間に生じた言語変化の影響を受け、今
やそれらは主要複合語に衣替えしてしまったのである。次にヘッドが他動詞の場合そのノン
ヘッドは主語になり得るのであろうか、 (Sb)student teachingを考えて見よう。
Roeper & Siegelは動詞由来の複合語について FirstSister Principle（第一姉妹原理）という理
論を導入し、動詞由来複合語に統語的制約を課している＊ 11
All verbal compounds are formed by incorporation of a word in first sister position of 
the verb. (Roeper & Siegel:208) 
（動詞由来複合語はすべて、動詞の第一姉妹にある語を編入して形成される。）
student teachingを用いた次のような基底文を想定し図式化する。
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A student teaches English to the class. 
s 
／ 
NP VP 
I¥ / 
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/、N
A student teaches English to the clas 
この原理に従えばteachの下位範疇の第一姉妹は Englishでteachの目的語名詞句である。
このことから目的語Englishがteachに編入されて Englishteachingは導き出される。この
原理に従って形成される「英語教育」の意の動詞由来複合名詞は他動詞の目的語がノンヘッド
になっており今まで見た具体例と同じ理論によるもので正しい複合語が形成される。この目的
語の動詞編入が動詞由来複合名詞を形成する代表的な型である。では間接目的語classの編入
class teachingはどうであろうか。これは否である。 teachのすぐとなり、つまり第一姉妹の
関係にないからである。このことから先に触れた直接目的語と間接目的語のうち他動詞のノン
ヘッドになり得るのは直接目的語だけであるということになる。
ではstudentteachingはどのように解釈すべきであろうか。動詞由来複合語が動詞を中心にそ
してその動詞のスコープの第一支配をその動詞に編入することがRoeper& Siegelの主張であ
るから subjectをverbに編入することはこの原理に反し不可能である。しかしstudentteaching 
は実在する複合名詞である。現にこの見出し語がWorldBookDi¢tionarvには次のようにあり、
また (17)の例も可能である。
(16)student teaching: the practice ofa student teacher 
(17) Student teaching of English is a requirement of al TESOL students. 
Q皿にも関連例が見られる。
(18)Regulations relative to prerequisites for student-teaching (1929) 
しかしさらに手元の他の辞書でこの studentteachingの項を調べてみるとかなり扱いは消
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極的で、 Web3では見出し語にはなっているが用例はない。またほとんどの辞書が student
teachingをstudentteacherの小見出しで扱っている。この語の使用頻度は高くないのであ
ろうか。ただ学習辞典の 1つに次のようにあり英米語の相違が伺える。
(19) student teaching: AmE for teaching practice 
(Lon manDicti nar ofL n ua e and Culture) 
拉木(1985:132)は他動詞の主語編入について次のように述べている。「動詞由来複合語の第
ー要素として主語が現われることが出来ない、ということも第一姉妹の原理の帰結として的確
に説明することが出来る。動詞の主語は当然のことながら動詞の第一姉妹になり得ないからで
ある。」
他動詞主語がノンヘッドになり得ない一つの証例として Grimshaw(1990:16-17)を取り上げ
る。＊12
(20) a. ［比亨-arranging]by novices（初心者の生け花）
b. *［皿血-arranging]of flowers 
(21)a. ［加幽—reading] by student（学生の読書）
b. * [~-reading] of books 
上記のa,bの例は意味はいずれも同じと想定しているが、 bつまり他動詞主語はノンヘッド
になり得ないのに対し目的語がノンヘッドのaの例は容認可能である。
(17)に同じ手法を適用する。
(17)'a. [student teaching] of English 
b. [English teaching] by student 
このa,bは容認可能であるように思われる。やはり studentteachingの存在は否定出来ない。
先の拉木の主張や Grimshawの実証例は妥当性に富んでいることは認めながらも、student
teachingは独立した語として存在する。というのもこの teachingの語彙選択制限は当然主語の
位置に「人間名詞」も取り得るからである。したがって studentはteachingに対し主語的役割
を果たしていると言えよう。それ故 studentteachingは「他動詞主語はノンヘッドになり得
ない」という規則の反例として扱うべきであろう。他動詞目的語がノンヘッドとなる例が圧倒
的に多い中にあって他動詞主語の例はわずか1例しか見い出されない。したがって次の一般化
を弱めることにはならないだろう。＊13
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(22)英語の動詞由来複合名詞では他動詞主語はノンヘッドになり得ない。
次に副詞的名詞句はどうであろうか
動詞ヘッドとの意味関係によりいくつかに分類可能である。
(23) V-ing複合名詞
a.く場所＞訟辺泣coming（ホームカミング） ＜come home 
血 diving（スカイダイビング） ＜dive into sky 
b.く時＞辿旦皿-cleaning（春の大掃除） ＜clean in spring 
fill'.ing training < train in spring 
（プロ野球チームの春季トレーニング）
C.＜道具＞比ェ出vriting（手書き）
~riding （乗馬）
d. ＜様態＞ ~-boxing
（シャドーボクシング）
~ buying（衝動買い）
< write by hand 
< ride on a horse 
< box against a shadow 
< buy on impulse 
(24) V-er複合名詞
a.＜場所＞ clllircllgoer < go to church 
（礼拝に行く人）
匹 dweller（穴居人） < dwell in a cave 
b. く時＞~driver 
（休日ドライバー）
< drivee on Sunday 
night worker（夜間勤務者） ＜work at night 
C. ＜様態＞山卑且—smoker < smoke cigarettes continuously 
（チェーンスモーカー）
~ buying（衝動買い） ＜buy on impulse 
(23), (24)に見るようにノンヘッドに生じる副詞的名詞句は様々な意味要素に分類できる。た
だ英語の場合、目的語をノンヘッドとする例に比べると、副詞的名詞句をノンヘッドとする例
はさほど多くない。これは他動詞に編入される第一姉妹が目的名詞句であること、というより
もむしろ英語の中にあってはs+v+o型の文型が英語の言語生活の中で一番多く好んで用い
られることに起因していると言ってよい。従って、この動詞由来複合名詞の中にあっても、他
動詞をノンヘッドとする語が圧倒的に多いことの1つの証しでもある。さらに加えるなら具体
例が示しているように、副詞的名詞句がノンヘッドになる場合のヘッド動詞は自動詞である。
それぞれの副詞的要素が自動詞に対して補助的な役を果たしている。このことは英語の語順
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(word order) を考えて見れば明らかである。主動詞が自動詞の場合、その後に生じる副詞類
は原則的には次のような語順になる。
(25) S + Vi + place + manner + time 
ex.He arrived here safely yesterday. 
日本語とは異なり英語では副詞は place→manner→timeの順になっており、これが自動詞に
編入され複合語化する時の結合の難易度を示唆しているように思われる。具体例を調べて見る
と副詞的要素では場所を表わす副詞的名詞との結合が多いように思われる。
(26)英語の動詞由来複合名詞では副詞的名詞句はノンヘッドになり得る。
今まで見た英語の動詞由来複合名詞における要素つまり、ヘッドとノンヘッドの関係を整理
してみよう。
(27) a. 英語の動詞由来複合名詞では自動詞ヘッドの場合、主語はノンヘッドになり得な
いが副詞的名詞句はノンヘッドになり得る。
b. 英語の動詞由来複合名詞では他動詞ヘッドの主語はノンヘッドになり得ないが、
目的語はノンヘッドになり得る。（但し 1個だけ反例が考えられる。）
このような事象に対しどのような理由づけが可能であろうか。
自動詞がヘッドの場合その文法項は主語1つだけだからノンヘッドに主語が考えられてよいわ
けであるが、sunrising,sensettingなどが主要複合語化してしまった今はその一般化は成り立た
ない。しかし後で触れる日本語の「雨上がり」、「値上がり」は明白に主語がそれぞれのノンヘッ
ドを担っている。日本語との相違点の 1つであろうか。
8. 日本語の動詞由来複合名詞
前節で見たように英語の動詞由来複合名詞は動詞語尾に派生接辞＿ing,-erを付加して形成さ
れる語であった。これに対し、日本語で動詞を名詞化する代表的な方法は動詞の活用の1つで
ある連用形からの転換である。
(28)遊ぶ＞遊び、考える＞考え、悩む＞悩み、殺す＞殺し、包む＞包み
(28)のようないわゆる和語系動詞はすべて連用形名詞として単独で機能するのであろうか。
例えば、乗りく乗る、食べく食べる、生きく生きる、泣きく泣くなどの連用形名詞はおそらく
単独で機能することはほとんどなく、常にその後に別の統語範疇を伴い、墾』．降り、食三歩き、
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生主残り、饂ぎ皇のような形で機能する。というのもたとえば「見る」の連用形「見」に至っ
ては単独には用いられず、花見、見誤り、見捨てる、のように他の要素と結合しない限りその
独立性はない。これは一つには音節と関係があると思われる。連用形「見」は一音節であるた
め単独で用いられないのである。したがって動詞連用形から転じた一音節の名詞は理論的には
存在するがそのまま単独での用法はない、と言ってよい。このことはある程度は2音節の連用
形にも言えることで1音節の場合と同様に他の統語範疇を伴い複合名詞を形成する。特に注目
すべきは単独の連用形名詞の前、つまり複合語の第一要素の位置に別の連用形名詞を伴い複合
名詞を形成するという点である。これは日本語には「動詞＋動詞」を基底とする複合動詞があ
るためである。別の言い方をすれば、動詞間における統合関係(syntagmaticrelation)と連合関
係(paradigmaticrelation)の結合が比較的自由なために複合動詞が豊かなのである。
(29)打つ＋倒す＞打ち倒す
切る＋殺す＞切り殺す
押す＋倒す＞押し倒す
打つ＋殺す＞打ち殺す
このように結合が自由なのは日本語の複合動詞＊14が発達しているためで日本語の特徴の1つ
である。これに対し、先に述べたように英語はこの型の複合動詞はきわめて少ない。
C. 日本語の動詞由来複合名詞の分析
英語の場合と同様に「X十動詞連用形」の形式の動詞由来複合名詞を考察するが、 X部分に
ヘノトとノ／ヘッドがどのような関係にあるかを見ることどのような統語範疇の要素が生じ 、‘ ` 
になる。
(30) a.名詞句：雪解け 雨上がり
b.動詞：忍立笑い堡い走り
C. 付加詞：星寝 堕合い
幽響き
紐止咲き
ニ杢釣り
麦踏み
勝上越し
旦五酔い
これらの例より、第1要素のX部には名詞句、動詞、付加詞などの統語範疇が生じることが
分かる。文法項は英語の場合と同様に主語と目的語の2つである。また、目的語の直接目的語、
間接目的語については後で考察する。
(31) a.主語：璽解け 値上がり
b. 目的語：玄踏み 墨読み
璽上がり
島巡り
父親譲り
ム殺し
立五漏れ
査待ち
これらの複合語を形成するヘッドは英語の場合と同様自動詞であることもあれば他動詞であ
ることもある。
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(32) a.自動詞：声変わり 心変立り
b. 他動詞：借金堅上首呈』~
罰当たり
すす払止
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霜胚』．
魚鐙上．
自動詞がヘッドの場合、ノンヘッドとなる文法項は当然主語でなければならない。他動詞の
場合文法項は主語と目的語であるが、このいずれかがノンヘッドになるわけであるが、英語の
場合も同様に主語ではなく目的語がノンヘッドとなる。
(32a), (32b)が次の基底構造から派生したことは明白である。
(32a)' 声が変拉ゑ
(32b)' 借金を堅五
心が変わる
首を呈ゑ
罰が当たる
すすを払ユ
(32a)'の下線部は自動詞ヘッドでその前要素がその動詞の主語である。一方 (32b)'では下線
部が他動詞ヘッドでその前要素がそのノンヘッドである。この実例から次の一般化が出来る。
(33)日本語の動詞由来複合名詞では自動詞の主語、他動詞の目的語ともにノンヘッドにな
り得る。
この一般化は英語のそれと大きく異なる点である。つまり英語では自動詞主語はノンヘッド
にはなり得ないのに対し日本語はなり得るということである。また英語の一般化と同様に日本
語についても次の一般化が可能であろうか。
(34)日本語の動詞由来複合名詞では他動詞ヘッドの目的語はノンヘッドになり得るが、主
語はノンヘッドになり得ない。
日本語においても英語同様、他動詞の目的語をノンヘッドとする複合語の数はかなりある。
主語がノンヘッドになることがあるのであろうか。
(34)の一般化つまり自動詞主語がノンヘッドになり得ないことを示す次の考察は有益である。
(35)人殺し一人を殺すこと（＊人が殺すこと）
人助け一人を助けること（＊人が助けること）
客待ちー客を待つこと（＊客が待っこと）
親離れ一親を離れること（＊親が離れること）
この例にみるように「殺す」「助ける」などのヘッド動詞の選択制限(selectionalrestriction) 
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は主語・目的語両方とも人間名詞 (humannoun)を許容する。このような事実から考えられ
ることはノンヘッドを主語と解釈しても目的語として解釈しても問題はないように思われる。
しかし実際は「親殺し」は「親を殺すこと」であって「親がころすこと」ではない。仮に「親
殺し」が「親がころすこと」であるとすれば主語がノンヘッドであることになる。そうなると
(34)の一般化に反することになる。＊15
前に見た英語のstudentteachingつまり他動詞ヘッドの主語がノンヘッドになる例は日本語に
はあるのであろうか。（カッコ内はそれぞれの複合名詞の基底文を、Xはその目的語要素を意味
する。）
(36)受取人払い（受取人がXを払う）
親譲り（親がXを譲る）
素人考え（素人がXを考える）
向こう持ち（向こうがXを持つ）
自分持ち（自分がXを持つ）
(36)のカッコ内の付加説明を見る限り他動詞主語がノンヘッドとなる例は英語の比ではないよ
うに思われる。このことから (34)は次のように修正することが妥当であろう。
(37)日本語の動詞由来複合名詞では他動詞ヘッドの目的語だけでなく主語もノンヘッドになり
得る。
今までに見た日本語の他動詞ヘッドの目的語は目的語の種類から言えばすべて直接目的語で
ある。間接目的語がノンヘッドの位置に生起することがありうるのであろうか。
(38)の例を見よう。（下線部が間接目的語を、 Xは直接目的語を示す）
(38)持参人払い（持参人にXを払う）
挫頼み（神にXを頼む）
ム任せ（人にXを任せる）
塑刺し（串にXを刺す）
具体例が示すように日本語の動詞由来複合名詞では他動詞をヘッドとする時、直接目的語も間
接目的語もその両方がそのノンヘッドになり得ると言うことである。ただ間接目的語の例はわ
ずか数例である。資料検索に利用した「日本語逆引き辞典」の中で他動詞をヘッドとする動詞
由来複合名詞の数は、数え落としなど正確さに欠ける点もあるが473語あり、そのうち他動詞
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の主語がヘッドになっているものが15例あった。全般的な観点からすれば、僅少である。
(39)副詞的名詞句
a.場所：島育ち 座出し マンション暮らし 墓参り
b.様態：立立泳ぎ 上些降り 上之刈り 数つなぎ
c. 時 ：生塾回り 塾婦り ニ座漬け 送釣り
d.道具：蓋こし 丘上取り 竺之書き ピン止め
英語に比べるとこの副詞役の名詞句の類は日本語の方は豊富で生産性も高いと言ってよい。
とりわけ自動詞と場所の副詞との結合が盛んでこれが生産性を高めていると言えよう。シベリ
ア婦り、網走育ち、北回り、島めぐり、など具体例が作り易いが、時の副詞との結合の例にな
るとそう容易ではない。したがって副詞的要素の名詞句もその動詞との結合に制約が課せられ
ることを暗示している。恐らくこれは動詞とそれに付加される副詞の種類、つまり、 place→
manner→ timeの要素配列に影響されると言ってよい。今まで見たように英語と日本語の動詞
由来複合名詞はどちらも、他動詞目的語はノンヘッドになり得るし、自動詞と多様な意味関係
をなす副詞的名詞句もノンヘッドになり得る。これは日英両言語に共通の特性である。日英両
言語とも複合名詞のノンヘッドには他動詞の目的語が生じ、その数も多く生産性も高く動詞由
来複合名詞の代表型である。両言語の大きな相違は、自動詞ヘッドの場合、日本語はノンヘッ
ドに主語が生じるのに対し、英語は主語が生じないという点である。
最後に1つ加えるならば動詞由来複合名詞の中にはヘッドとの文法関係は他の例と何も変わ
りはないけれども「時」や「場所」や「道具」といった意味とは異なり「金持ち」「酒飲み」「猛
獣使い」「ごますり」など「人」を意味する語＊16が見られることである。この対応を英語に求
めるなら (7),(8)で論じた接尾辞 -erが付加され形成される複合名詞である。
II.おわりに
日英両言語の動詞由来複合名詞を構成する 2つの要素、つまりノンヘッドが動詞要素ヘッド
に対してどのような文法的関係を持つかを見た。両言語間に見られる異同はともかく動詞由
来複合名詞の要素間の関係は主要複合語に比べてかなり整然とした関係が得られる。それは動
詞由来複合名詞が動詞を基盤に形成される語であるからにほかならない。以下小論のまとめと
する。
ノンヘッドになり得る要素は概略次の表のようになる。＊17
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自動詞 他動詞 副詞的名詞句
主 声ロ口 主語 直接目的 間接目的 場所 様態 時 道具
日本語 ＋＋ ＋ +++ ＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ 
(31a) (36) (31b) (38) (39a) (39b) (39c) (39d) 
(32a) (35) 
英語 +++ ＋ ＋ ＋ ＋ 
(8c) (23a) (23d) (23b) (23c) 
(8d) 
（＋＋＋，＋＋，＋，ーは要素間結合の頻度を示す）
・全般的な見方をすれば、日本語の方が制限がゆるやかというかかなり自由な要素結合を許容
する。
・日英両言語とも一番顕著なのは目的語、とりわけ直接目的語との関係である。これは第一姉
妹の原理が働いていることを示唆する。大局的な見方をすればこのことは日英両言語とも言
語の根底にある「v+o」という普遍的な性質が作用しているためであると言えよう。
・副詞的名詞句との関係も日本語の方が活発である。一番具体例が多いのは「場所」を示す副
詞的名詞句との関係であるが、これも英語の場合副詞要素の配列が「場所→様態→時」の語
順になっており、動詞から見て「場所」との位置の方が「時」との位置より近いことがその
要因になろう。ただ日本語では英語とは逆で「時」「様態」「場所」の語順が一般的である。
結局複合語の中で中心を占める動詞との距離が影響していることは明らかである。
言語系統的には全く異なる2言語でありながら多くの共通点が見い出されたことは興味深い。
その理由の1つは当然のことではあるが共に動詞派生をヘッドにした複合語に限ったこと、つ
まり動詞中心になれば、その文法関係は自ずと限られて主語か目的語（これも直接・間接の2
つが考えられるが）か副詞の3つがそこに介在する要素となるからである。仮に動詞由来複合
語ではない主要複合語を分析の対象としたとすれば、このような整然とした結果は得られない
であろう。とりわけ主要複合語の中の「名詞十名詞」からなる名詞複合語の要素間の根底には
複雑多様な意味関係が保持されている。
しかしこの生産性の高い名詞複合語に比べると多くの制限を有する動詞由来複合名詞は自ず
から動詞性を担っており生産力もあるので視点を変えた考察を試みるなら新しい事実が見出さ
れると思われる。
ここで扱うことは出来なかったが、動詞由来複合名詞と 2字漢語問題たとえば「人殺し」と
「殺人」、「山登り」と「登山」の関係、あるいは動詞由来複合名詞と言われるものの中に「朝帰
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りする」「早起きする」などのように「～する」と結合可能なものと不可能なものがあるのは一
体どのような原理がそこに働いているのか考察に値するように思われるが稿を改めて論じるこ
とにしたい。
注
本稿は拙著 (1998)に対する畏友 川島 祝氏のコメントに端を発する。この論を進めるに
当たり氏より多くのご教示をいただいた。また氏の「日英語の複合語形成の比較」執筆中数回
にわたる個人的談話の中でも多くの有益な助言をいただいた。
1 新冨 (1991) pp.59-84 
2 新冨 (1992) pp. 71-94 
3 小西友七：「意味は複合語の基準になるか」 p.46
4 この基準が一般に流布しているが、もっと詳細な基準を求めることが可能であろうか。
5 Quirkはこれを adverbial+ deverbal noun (~ X walk in one's sleep) として捉えて
いる。 p.1572
6 長嶋善郎 (1997)p.213-231 
7 T.Mc紅 thur(1972) p.64 
8 特に立立木 (1985)・大石 (1989)・影山 (1993) など最新の語形成に関する論考
9 この北原の後「逆引き広辞苑」が刊行されている。
10 山根ー文氏の友人 (OEDの資料収集に携わっている）の提供による。
11 この拙稿の中心となる原理であるが、拉木・大石・影山もそれぞれの著書でこの原理を
紹介し論を展開している。
12 川島氏との個人的談話および氏の「日英語の複合語形成の比較」 p.31
13 student teachingについてネイテイヴスピーカーの反応には全くO.K．とする者、半信半疑
の者、全くそういう言い方はせずEnglishteacher或いはteachingpracticeを用いるとする
者など、かなりゆれがある。
14 寺村秀夫(1990)pp.56-57 
15 川島 (2000)p.26 
16 影山 (1993)p.189 
17 影山 (1997)p.51の図をモデルにしている。
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A Comparison between English and Japanese Verbal 
Compounds from the Viewpoint of the Head and Nonhead 
SHINTOMI Hideo 
The purpose of this paper is to reconfirm some problematic points of compounds. One 
of the most controversial issues is the fact that there are no decisive rules concerning the 
classification of lexical items as single words or syntactic phrases. The internal structure 
of compound words is descussed from the viewpoint of the head and nonhead argument in 
verbal compound words. 
A comparison of English and Japanese verbal compounds reveals that there are 
considerable correspondences between the two languages concerning the grammatical 
relationship between the head and the nonhead. In both languages, the relationships 
between the head and the nonhead are based overwhelmingly on the argumet Transitive 
verb + Object. A few examples with the argument Subject + Intransitive verb are found in 
Japanese, but none in English. 
120 
